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平
成
30
年
５
月
23
日
︑
盛
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
第
４
回
通
常
総
代
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
平
成
29
年
度

事
業
報
告
や
平
成
30
年
度
事
業
計

画
な
ど
︑
全
15
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒

　
開
会
に
あ
た
り
、
工
藤
忠
義

組
合
長
は
「
昨
年
度
は
総
共
済

金
額
１
兆
５
３
６
６
億
円
の
達

成
を
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組

ん
だ
と
こ
ろ
、
総
共
済
金
額

１
兆
５
７
２
９
億
円
、
目
標
達

成
率
で
１
０
２・
３
％
の
実
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
新
た
に
始
ま
る
収
入
保
険

制
度
お
よ
び
改
正
農
業
共
済
制

度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
適
切
な

事
務
処
理
は
も
と
よ
り
、
円
滑

に
運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ま
が
、
収

入
保
険
制
度
ま
た
は
農
業
共
済

制
度
へ
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う
、

必
要
な
準
備
に
つ
い
て
万
全
を

期
し
、
制
度
の
普
及
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
議
長
に
は
洋
野
町
の
日
影
永

一
総
代
が
選
任
さ
れ
、
議
事
録

署
名
人
に
は
紫
波
町
の
遠
山
幸

文
総
代
、
宮
古
市
の
伊
藤
壽
雄

総
代
が
指
名
さ
れ
議
事
進
行
に

入
り
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議
の

結
果
、
全
15
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
N
O
S
A
I
岩
手
で
は
、
新

運
動
で
あ
る
「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動
の
初
年
度
と
し
て
、

運
動
目
標
「
す
べ
て
の
農
家
に

﹃
備
え
﹄
の
種
を
届
け
よ
う
」
の

達
成
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

全
議
案
を
可
決
承
認第

４
回
通
常
総
代
会
総代定数 300名
本人出席 218名
書面出席 78名
出席者合計 296名

総代会とは
　組合員の声を反映させる実質的な最高意
思決定機関。組合員の代表（総代）が出席
し、理事から提出された議案を審議します。

議長をつとめた日影永一総代 あいさつする工藤忠義組合長

特集
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農
作
物
共
済

水
稲
　
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
、
登
熟
不
良
や
い
も
ち
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

麦
　
平
成
28
年
10
月
～
12
月
上
旬
お
よ
び
平
成
29
年
３
月
～
４
月
上
旬
の
降
雨
に
よ

り
、土
壌
が
湿
潤
状
態
と
な
り
、根
の
生
育
が
阻
害
さ
れ
ま
し
た
（
湿
潤
害
）。
ま
た
、

縞
萎
縮
病
な
ど
も
発
生
し
ま
し
た
。

家
畜
共
済

　
乳
用
牛
で
は
心
不
全
、
腰
痿
、
第
四
胃
変
位
、
繁
殖
牛
で
は
牛
白
血
病
、
心
不
全
、

肺
炎
、
子
牛
虚
弱
症
候
群
な
ど
の
死
廃
事
故
が
増
加
し
ま
し
た
。

果
樹
共
済

り
ん
ご　
台
風
18
号
、
21
号
や
低
気
圧
の
通
過
に
よ
り
、
果
実
の
落
果
や
損
傷
が
発

生
し
ま
し
た
。
一
部
地
域
で
は
、
降
ひ
ょ
う
や
降
霜
の
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
　
６
月
上
旬
に
最
低
気
温
が
10
℃
以
下
の
日
が
続
き
、
果
実
の
結
実
不
良
や

バ
ラ
房
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
る
裂
果
や
ク
マ
に
よ
る

食
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

畑
作
物
共
済

大
豆
　
断
続
的
な
降
雨
に
よ
る
湿
潤
害
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
土
砂
流
入
が
発
生
し

ま
し
た
。

ホ
ッ
プ
　
７
月
下
旬
か
ら
の
低
温
と
日
照
不
足
で
、生
育
不
良
や
蕾
が
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
断
続
的
な
降
雨
で
、
べ
と
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
ば
　
断
続
的
な
降
雨
に
よ
る
湿
潤
害
や
河
川
の
氾は
ん
ら
ん濫
に
よ
る
土
砂
流
入
、
開
花
期
以

降
の
低
温
と
日
照
不
足
で
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

蚕
繭
　
ク
ワ
シ
ン
ト
メ
タ
マ
バ
エ
に
よ
る
桑
園
の
食
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済

　
４
月
11
日
～
13
日
に
か
け
て
の
低
気
圧
、
台
風
18
号
に
よ
る
強
風
、
１
月
～
３
月

に
か
け
て
の
大
雪
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 

議
案
第
２
号

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 

議
案
第
３
号

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

 

議
案
第
４
号

平
成
30
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
５
号

平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
総
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
６
号

平
成
30
年
度
役
員
の
報
酬
及
び
顧
問
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
７
号

平
成
30
年
度
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
、
共
済
部
長
の
報

酬
等
及
び
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
報
酬
等
の
決
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
８
号

特
別
積
立
金
の
取
崩
額
決
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
９
号

余
裕
金
の
運
用
先
の
決
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
10
号

借
入
金
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

 

議
案
第
11
号

農
機
具
更
新
共
済
の
共
済
関
係
の
終
了
に
伴
う
積
立
金
の

処
分
に
つ
い
て

 

議
案
第
12
号

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

 

議
案
第
13
号

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

 

議
案
第
14
号

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

 

議
案
第
15
号

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
出
議
案

平
成
29
年
度
年
度

共
済
共
済
掛
金
掛
金
と
支
払
共
済
金

主
な
被
害
状
況

合計
3,018,029,181円

支払共済金

家畜
1,748,890,396円

果樹
74,905,342円

畑作物
26,577,730円

園芸施設
108,971,733円

建物
670,519,419円

農機具
96,409,389円

農作物
291,755,172円

合計
3,290,451,850円

組合員負担
共済掛金

家畜
920,817,980円

果樹
18,589,979円

畑作物
25,486,066円園芸施設

68,810,987円

建物
1,710,369,209円

農機具
281,707,276円

農作物
264,670,353円
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「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動
ス
タ
ー
ト

総
共
済
金
額

１
兆
５
１
９
６
億
円

達
成
に
向
け
て

❶
　
多
様
な
経
営
体
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
提
案
型
推
進

に
よ
る
引
受
目
標
　
【
平
成
30
年
度
総
共
済
金
額

１
兆
５
１
９
６
億
円
】
の
達
成

❷
　
生
産
と
経
営
を
支
援
す
る
Ｒ
Ｍ
活
動
の
充
実
・
強
化

❸
　
事
業
運
営
基
盤
の
強
化
・
確
立

❹
　
収
入
保
険
制
度
へ
の
取
り
組
み

❺
　
広
報
・
広
聴
活
動
の
拡
充
・
強
化

　
平
成
30
年
度
は
新
運
動
で
あ

る
「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動

の
初
年
度
と
し
て「
よ
り
広
く
、

よ
り
深
く
、
農
家
の
も
と
へ
」

を
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の

事
項
を
重
点
課
題
と
し
て
、
運

動
目
標「
す
べ
て
の
農
家
に﹃
備

え
﹄
の
種
を
届
け
よ
う
」
の
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

説明会などを通して、収入保険制度の周知に取り組みます

平成29年度実績 平成30年度計画

大 豆
引受面積 341,132a 285,195a

共済金額 568,661,271円 446,298,000円

ホップ
引受面積 5,035a 4,941a

共済金額 157,700,350円 168,778,000円

そ ば
引受面積 51,706a 35,753a

共済金額 43,033,319円 28,158,000円

蚕 繭
引　　受 114.5箱 100.4箱

共済金額 7,686,260円 7,143,000円

平成29年度実績 平成30年度計画

水 稲
引受面積 5,343,228a 5,270,515a

共済金額 32,386,088,996円 32,781,469,000円

麦
引受面積 376,601a 369,915a

共済金額 762,198,264円 718,968,000円

平成29年度実績 平成30年度計画

りんご
引受面積 63,214.9a 59,380a

共済金額 1,333,970,000円 1,224,726,000円

ぶどう
引受面積 3,272.3a 3,250a

共済金額 64,055,000円 63,694,000円

平成29年度実績 平成30年度計画

引受棟数 25,053棟 25,000棟

共済金額 6,680,625,000円 6,076,390,000円

平成29年度実績 平成30年度計画

引受棟数 117,263棟 113,650棟

共済金額 1,424,644,600,000円 1,379,240,000,000円

平成29年度実績 平成30年度計画

引受頭数 277,718頭 274,069頭

共済金額 28,907,823,222円 26,652,193,000円

平成29年度実績 平成30年度計画

引受台数 30,039台 29,060台

共済金額 77,429,970,000円 72,240,000,000円

畑作物共済

農機具共済

農作物共済

園芸施設共済

建物共済

家畜共済

果樹共済

平成29年度事業実績・平成30年度事業計画

4

平成29年度業務収支決算・平成30年度業務収支予算

全議案が可決承認されました

（単位：円） （単位：円）

①

②

③

④

⑤

①国などから交付される補助金

②組合員から納入された賦課金

③損害防止の実施に伴い負担金としていただいた金額

④預金、有価証券等の利息収入

⑤損害防止事業の財源として特別積立金から取り崩した金額

など

①役員報酬、職員給与手当の費用など

②役員、職員の出張にかかる費用など

③通信費や消耗品の費用など

④会議に要する費用や共済部長、総代の報酬など

⑤広報活動に要する費用など

⑥車両や事務所施設の維持管理に要する費用など

⑦損害評価に要する費用および、損害評価員等の報酬

⑧事故や被害を未然に防ぐために要する費用

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

平成29年度決算 平成30年度予算

前期繰越業務残金 9,768,149 8,223,000 

受 取 補 助 金 1,469,470,156 1,423,487,000 

賦 課 金 426,962,677 405,080,000 

損 害 防 止収 入 17,311,292 13,409,000 

受 取 利 息 277,727,328 277,093,000 

事 業 勘定受入 1,025,101,281 941,136,000 

そ の 他 72,229,764 344,184,000 

合 計 3,298,570,647 3,412,612,000 

平成29年度決算 平成30年度予算

人 件 費 2,249,986,574 1,900,987,000 

旅 費 交 通 費 31,943,690 33,784,000 

事 務 費 99,063,682 129,411,000 

業 務 費 218,381,589 300,371,000 

普 及 推 進 費 218,763,913 157,374,000 

施 設 費 171,140,939 328,259,000 

損 害 評 価 費 66,074,074 77,750,000 

損 害 防 止 費 67,488,113 80,262,000 

そ の 他 175,728,073 404,414,000 

合 計 3,298,570,647 3,412,612,000 

収　入 支　出
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中部地域センター
統括理事

副組合長理事兼盛岡地域センター
統括理事 組合長理事

理事 北部地域センター
統括理事

理事

理事

監事

宮古地域センター
統括理事

理事

理事

監事

東南部地域センター
統括理事

理事

理事

代表監事

磐井地域センター
統括理事

理事

理事

理事

胆江地域センター
統括理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

名
な す か わ

須川 義
よ し お

夫 沼
ぬ ま た

田　弘
ひ ろ み

美 菊
き く ち

地　一
か ず お

男

杉
す ぎ う ら

浦　正
し ょ う じ

治 小
こ さ か

坂　源
げ ん ぞ う

藏

清
し み ず

水　秀
しゅうえつ

悦

石
い し か わ

川 文
ぶ ん し ろ う

士良

高
た か だ

田　和
か ず み

己

菊
き く ち

地　政
せ い き

喜

遠
え ん ど う

藤　武
た け み つ

光

菊
き く ち

池　康
や す の り

祝

佐
さ と う

藤　均
ひとし

菊
き く ち

池　利
と し た か

孝

星
ほ し

　敏
と し お

夫

昆
こ ん の

野　周
しゅういち

市

藤
ふ じ わ ら

原　俊
と し ゆ き

幸

菊
き く ち

池　清
き よ た か

貴

小
お の で ら

野寺 洋
よ う い ち

一

下
し も や ち

谷地　清
きよし

松
ま つ う ら

浦　保
や す ゆ き

往

及
お い か わ

川　良
よ し お

男

長
な が さ わ

澤　勉
つとむ

髙
た か は し

橋　明
あきら

菊
き く ち

池　一
か ず ひ こ

彦

佐
さ さ き

々木 昭
あ き お

男

千
ち じ ょ う

條　幸
ゆ き お

男

竹
た け だ

田　富
と み お

雄

（花巻市） （矢巾町） （奥州市）

（紫波町） （二戸市）

（花巻市）

（平泉町）

（軽米町）

（宮古市）

（岩手町）

（遠野市）

（一関市）

（遠野市）

（奥州市）

（北上市）

（花巻市）

（一関市）

（一関市）

（洋野町）

（八幡平市）

（奥州市）

（雫石町）

（西和賀町）

（奥州市）

（盛岡市）

（一関市）

（盛岡市）

新体制でさらなる制度普及を

　
役
員
改
選
に
伴
い
、
第

４
回
通
常
総
代
会
で
新
た

に
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
新
役
員
の
互
選
に
よ

り
、
新
組
合
長
に
は
前
副

組
合
長
の
菊
地
一
男
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
23
名
、
監
事
４
名

の
体
制
で
農
業
共
済
制
度

と
収
入
保
険
制
度
の
普
及

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
任

期
は
平
成
30
年
６
月
１
日

か
ら
３
年
で
す
。

6

収
入
保
険
の
加
入
者
に

納
付
し
て
い
た
だ
く

保
険
料
等
に
つ
い
て

　「
保
険
80
％
＋
積
立
10
％
、
支
払
率

90
％
」
の
最
大
補
償
を
選
択
し
た
場
合

は
次
の
通
り
で
す
。

保
険
料

　
50
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。
加

入
者
が
負
担
す
る
保
険
料
は
、
保
険
金

額
の
１・０
８
％
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
保
険
と
同
様
に
、

保
険
金
の
受
け
取
り
実
績
に
応
じ
て
、

翌
年
の
保
険
料
率
が
変
動
し
ま
す
。

・
加
入
１
年
目
は
「
区
分
０
」
の
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

・
保
険
金
の
受
け
取
り
が
あ
れ
ば
、
段
階

は
上
が
り
ま
す
が
、
年
最
大
３
区
分
ま

で
で
と
ど
ま
り
ま
す
。

積
立
金

　
75
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、
加
入
者

が
負
担
す
る
の
は
積
立
金
額
の
25
％

と
な
り
ま
す
。

事
務
費

　
50
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、
①
＋
②

の
合
計
と
な
り
ま
す
。

①
加
入
者
割

　
加
入
１
年
目  

４
５
０
０
円

　
２
年
目
以
降  

３
２
０
０
円

②
補
償
金
額
割

　
保
険
金
額
お
よ
び
積
立
金
額
１
万

円
当
た
り
22
円

なる
ほど

　自然災害による収量減少に加え、価格低下など農業
者の経営努力では避けられない収入減少を補償する
収入保険制度。第７回は、保険料について説明します。収入保険 vol.7

危険段階区分 保険料率
（国庫補助後）

10 2.574 ％
9 1.578 ％
8 1.522 ％
7 1.467 ％
6 1.412 ％
5 1.356 ％
4 1.301 ％
3 1.246 ％
2 1.190 ％
1 1.135 ％
0 1.080 ％
-1 1.024 ％
-2 0.969 ％
-3 0.913 ％
-4 0.858 ％
-5 0.803 ％
-6 0.747 ％
-7 0.692 ％
-8 0.637 ％
-9 0.581 ％
-10 0.540 ％

危険段階区分と保険料率
保
険
金
の
受
け
取
り
が
な

け
れ
ば
、１
段
階
ず
つ
下
が

り
ま
す
。（
10
年
で
半
額
水

準
に
な
り
ま
す
）

基準収入
保険金額

積立金額

100％
支払率90％

90％

80％

試算ができます
　収入保険制度に加入した場合の基準収入や
保険金、保険料などの試算ができます。
　ご希望の方は、過去の青色申告の書類など
をご用意のうえ、最寄りの地域センターへお
問い合わせ下さい。

7 NOSAIい わ て



みなさんの大事な牛と人の安全のために、
ロープの用意と保定の協力をお願いします。

TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656
宮古家畜診療所

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※朝の受付時間以外の依頼は急患を除き、当日中の往診ができないことがあります。

岩
手
県
南
基
幹
家
畜
診
療
所
　

磐
井
家
畜
診
療
所

菊
地
　
智
菜 
技
師

　
今
年
も
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
牛
も
人
も
が・

お・

ら
な
い

（
バ
テ
な
い
）
よ
う
に
、
通
気
を
良

く
し
、
扇
風
機
や
ミ
ス
ト
を
か
け

た
り
、
毛
刈
り
を
し
た
り
、
積
極

的
な
暑
熱
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
日
常
管
理

の
中
で
、
牛
を
移
動
す
る
、
薬
を

飲
ま
せ
る
な
ど
、
牛
を
捕
ま
え
て

繋
ぐ
場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
獣
医
師
は
、
様
々
な
牛
舎

環
境
で
牛
の
診
察
、
処
置
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
繋
い
で
保
定
し
て
も

ら
う
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
自
分
で
や
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
と
き
大
事
な
ア
イ
テ
ム

が
ロ
ー
プ
で
す
。

ロ
ー
プ
と
た・

て・

ご・

（
頭
絡
）

　
ロ
ー
プ
は
何
で
も
い
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
す
ぎ
る
も
の
や

結
び
目
の
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
は

使
い
づ
ら
く
、
今
に
も
切
れ
そ
う
な

も
の
で
は
危
険
で
す
。
長
い
標
識

ロ
ー
プ
（
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ロ
ー
プ
）

は
細
く
滑
り
や
す
く
、
牛
に
使
用

す
る
に
は
不
向
き
で
す
。

　
丁
度
い
い
ロ
ー
プ
は
、
例
え
ば
、

子
牛
市
場
の
と
き
に
使
用
す
る
ピ

ン
ク
ロ
ー
プ
（
太
さ
10
㍉
、
長
さ

2
・
5
㍍
程
度
）
で
し
ょ
う
か
。

捕
ま
え
る
・
繋
ぐ
・
保
定
の
補
助

の
た
め
に
使
用
し
ま
す
の
で
、
1

本
で
は
な
く
複
数
本
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
鼻
環
の
つ
い
て
い
な

い
牛
に
は
た・

て・

ご・

の
装
着
を
お
願

い
し
ま
す
。
子
牛
で
あ
っ
て
も
た・

て・

ご・

が
付
い
て
い
る
と
、
捕
ま
え

る
の
も
、
繋
ぐ
の
も
、
薬
を
飲
ま

せ
る
の
も
、
楽
で
す
。

保
定
が
9   
割

　
診
療
で
注
射
を
す
る
場
面
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
注
射
の
た
び

に
牛
が
ひ
ど
く
暴
れ
て
は
、
人
に

も
牛
に
も
危
険
で
す
し
皆
さ
ん
も

診
療
を
頼
む
の
が
お
っ
く
う
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。「
注

射
が
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
は
保

定
が
9
割
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で
き
る
か
ど
う

か
は
保
定
で
決
ま
り
ま
す
。

　
ロ
ー
プ
と
た・

て・

ご・

は
牛
に
直
接

触
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
衛
生
面
・

感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、
ぜ
ひ

各
農
家
で
ご
準
備
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ロープを柱にかけた後、再び鼻環やたてごに通して引き寄せると、
しっかり固定できます！

◎繋ぐときのポイント

8

奥州市　まっちゃんたまご

　
奥
州
市
水
沢
黒
石
で「
ま
っ

ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」を
営
む
松
本

崇
さ
ん（
35
）
は
、
約
４
０
０

羽
の
鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

管
理
を
徹
底
し
た
鶏
が
産
む

卵
は
、
黄
身
の
レ
モ
ン
色
が
特

徴
。
地
元
の
カ
フ
ェ
な
ど
40
カ

所
に
出
荷
し
、
購
入
者
か
ら
は

「
コ
ク
が
あ
る
の
に
あ
っ
さ
り

し
て
い
る
」と
好
評
で
す
。

「お客さんにおいしいと言っていただくとうれしいです」と松本さん

レモン色の黄身が特徴

お
い
し
い
卵
を
食
べ
て
ほ
し
い

採
卵
数
を
安
定
さ
せ
る

　
平
成
22
年
に
父
か
ら
経
営
を
引
き

継
ぎ
、
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
松
本
さ
ん
は
、
平
た
い
地
面
の

上
で
放
し
飼
い
を
す
る「
平
飼
い
」で

鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
鶏
が
自
由

に
動
き
回
れ
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
が

か
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
日
の
採
卵
数
は
約
２
５
０
個
。

「
日
射
量
が
少
な
い
冬
期
は
、
鶏
の

産
卵
数
が
減
っ
て
し
ま
う
」と
松
本

さ
ん
は
蛍
光
灯
の
光
で
鶏
舎
内
の
明

る
さ
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
蛍
光
灯
を
点
灯
し
続
け
て
い
る
と
、

鶏
が
卵
を
産
む
時
間
と
勘
違
い
し
ま

す
」と
蛍
光
灯
の
電
源
は
タ
イ
マ
ー

で
管
理
。
一
年
を
通
し
て
安
定
し
た

採
卵
数
を
確
保
す
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

エ
サ
は
地
元
産
が
中
心

　
１
日
に
２
回
養
鶏
場
を
訪
れ
、
採

卵
や
エ
サ
の
配
合
、
給
餌
を
行
う
松

本
さ
ん
。
エ
サ
は
、
地
元
の
米
や
大

豆
を
中
心
に
、
魚
粉
、
牡か

き蠣
殻
、
野

菜
の
ほ
か
無
洗
米
を
加
工
す
る
過
程

で
出
る
白
ぬ
か
も
使
用
し
て
い
ま

す
。「
エ
サ
と
し
て
与
え
て
い
る
も

の
の
多
く
は
、
地
元
の
営
農
組
織
や

野
菜
卸
業
者
か
ら
安
く
譲
っ
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
」と
地
域
の
方
々

の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ん
の
声
が
励
み

　「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
子
ど
も

た
ち
の
前
で
卵
を
割
り
、
歓
声
が
上

が
っ
た
と
き﹃
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
﹄と
思
い
ま
し
た
」と
お
客
さ
ん

の
声
を
励
み
に
し
て
い
る
松
本
さ

ん
。「
飼
育
数
を
増
や
す
よ
り
も
、品

質
の
管
理
を
徹
底
し
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

松
ま つ も と

本 崇
たか し

さん

鶏
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
松
本
さ
ん

松
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花
巻
市
内
の
若
手
農
家
グ
ル
ー
プ「
い

わ
て
花
巻
発
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
（
う
め
ぇ

ぐ
）
加
工
し
ち
ゃ
い
隊
（
昆こ

ん

真ま

き

こ
喜
子
代

表
＝
44
歳
）」
が
考
案
し
た
「
こ
ん
に
ゃ

く
ポ
ン
煎
」
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
同
商
品
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
栽
培
し
た
玉
ね
ぎ
、
菊
芋
、
り
ん
ご

な
ど
を
乾
燥
さ
せ
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
生

地
に
練
り
こ
ん
で
作
ら
れ
た
焼
き
菓
子
。

「
玉
ね
ぎ
キ
ム
チ
」、「
菊
芋
入
り
じ
ゃ

が
バ
タ
ー
」、「
り
ん
ご
」
の
３
種
類
の

味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
昆
代
表
は
「
こ
ん
に
ゃ
く
の
プ
チ
プ

チ
と
し
た
食
感
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
子

ど
も
の
お
や
つ
や
お
酒
の
お
つ
ま
み
に

も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
よ
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

　
雫
石
町
柿
木
の
「
手
作
り
ア
イ
ス
と

軽
食
の
店
　
ま
ん
ま
（
藤ふ

じ
わ
ら原
玲れ
い
こ子
代

表
）」
で
は
、地
元
食
材
を
使
っ
た
ジ
ェ

ラ
ー
ト
が
人
気
で
す
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
作
る
の
は
藤
原
代
表

の
娘
・
大お

お

櫻ざ
く
ら
芳よ
し
え絵
さ
ん
（
37
）。「
町
内

産
食
材
の
お
い
し
さ
を
、
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
原
材
料

に
は
地
元
酪
農
家
の
生
乳
や
、
近
所
で

農
業
を
営
む
親
戚
の
野
菜
な
ど
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
人
気
な
の
は
、
ミ
ル
ク
味
と
自

家
製
み
そ
味
。
大
櫻
さ
ん
は
「
夏
場
は

完
熟
ト
マ
ト
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
も
お
す

す
め
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

だ よ り

地元食材でジェラート

雫石町 花巻市

「私たちが育てた野菜や果物を使っています」とＰＲする昆代表（右）とメ
ンバーの本

もと
宿
しゅく
慈
よしひろ
洋さん（中）、川

かわむら
村姫

ひめ こ
子さん（左）

「期間限定メニューもあります」と大櫻さん

税込３００円。花巻市矢沢の「山小屋カ
フェkurakake」などで販売中

岩手郡雫石町柿木95-3
営業時間：１１時～１８時（毎週水・木曜日定休）

▽
い
わ
て
花
巻
発
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
加
工
し
ち
ゃ
い
隊

℡
０
９
０・９
５
３
０・３
８
３
４（
昆
代
表
）

旬

●

●

★

至 秋田

至 盛岡

雫石中学校

雫石高校
46

手作りアイスと
軽食の店　まんま

花巻産のヘルシーおやつ

10

「労力の軽減に期待したい」
と菅原さん

６月にはクリンソウも見頃でした

結 い の 大 地

　
機
械
化
に
よ
る
雑
穀
生
産
の
作
業
負

担
軽
減
と
生
産
拡
大
を
目
指
し
、
軽
米

町
上か

み

舘だ
て

地
区
で
は
、
雑
穀
苗
の
機
械
移

植
作
業
実
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
演
会
は
、
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
（
三み

た田
重し
げ
お雄
所
長
）
が
中
心
と

な
り
開
催
。
野
菜
半
自
動
移
植
機
と
、

改
良
を
加
え
た
乗
用
の
ポ
ッ
ト
苗
田
植

機
を
使
用
し
、
水
稲
育
苗
用
ハ
ウ
ス
で

育
苗
し
た
タ
カ
キ
ビ
を
移
植
し
ま
し
た
。

　
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
イ
ナ
キ
ビ
・
タ
カ
キ

ビ
な
ど
約
２
㌶
を
栽
培
す
る
軽
米
町
上か

み

舘だ
て

地
区
車く
る
ま
だ
て
門
の
菅す
が
わ
ら原
敏と
し
お夫
さ
ん
は
「
移

植
用
苗
の
管
理
が
難
し
い
が
、
手
作
業

に
比
べ
て
時
間
が
か
か
ら
な
い
し
、
除

草
作
業
も
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
秋

の
収
穫
に
期
待
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　
岩
泉
町
釜
津
田
の
立た

ち
う
す臼
牧
場
第
４
牧

区
で
は
、
今
年
も
日
本
短
角
牛
約
50
頭

が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。
季
節
の
植
物
の

中
で
、
牛
が
の
び
の
び
と
過
ご
す
様
子

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
牧
区
内
に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
生

地
と
し
て
有
名
な
櫃ひ

っ
と
り取
湿
原
が
あ
り
、

５
月
上
旬
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
。
７
月
上
旬
か
ら
ハ
ク
サ
ン

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
８
月
中

旬
に
は
リ
ン
ド
ウ
な
ど
、
多
彩
な
植
物

が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　
牧
野
の
監
視
員
を
務
め
る
中な

か

宿し
ゅ
く
正ま
さ
み
ち通

さ
ん
は
「
色
々
な
花
を
楽
し
め
る
の
が

こ
の
牧
場
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

軽米町 岩泉町

乗用のポット苗田植機に改良を加え、苗を植える 放牧期間は５月中旬から１１月上旬まで。
子牛も元気に過ごしています

旬
雑穀苗の機械移植実演 花に囲まれ、のびのびと
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建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」
は
、
火
災
や
落
雷

な
ど
の
事
故
を
補
償
す
る
火
災
共
済
と
、
火
災

共
済
の
補
償
に
加
え
て
自
然
災
害
に
よ
る
事
故

も
補
償
す
る
総
合
共
済
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一

の
火
災
や
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
備
え
て
、
加

入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。火災共済 総合共済

10,800円 32,200円

　平成３０年度建物・農機具共済加入申込書について、お客様控（表面）のご契約内容チェック確認欄およびお客様控（裏面）の
ご契約内容チェック項目兼確認書に「無事戻し」について記載していますが、当組合では今年度より無事戻し制度を廃止してお
りますので、ご理解のうえ建物共済にご加入くださるようお願いいたします。誤解を与える記載となり深くお詫びいたします。

　平成３０年度版建物共済リーフレットの「特約‐プラスの備え‐」に記載している小損害実損塡補特約の共済掛金の説明に誤り
がありました。正しくは下記のとおりとなります。訂正しお詫びいたします。

　小損害実損塡補特約に加入する場合の共済掛金は、
特約分として１万円当たり下記の額が定額加算となります。
火災共済　１，２６０円
総合共済　３，７００円

　小損害実損塡補特約に加入する場合の共済掛金は、
特約分として下記の額が定額加算となります。
火災共済　１，２６０円
総合共済　３，７００円

木造住宅に１，０００万円加入した場合の
基本契約の掛金例（１年補償）

建
物
共
済

騒乱に伴う破損

地震・噴火・
津波
※建物の損害割合
が５％以上となった
場合に対象となりま
す。また、支払いは
加入金額の50％が
限度となります。

加入できるのは？

掛金は？

※火災共済・総合共済を合わせて加入できる金額は、1棟当たり1億円までです。

火災共済

総合共済

【加入は1棟当たり6,000万円まで】

【加入は１棟当たり4,000万円まで】
火災共済で対象となる事故にプラスして、下記の自然災害が対象となります。

風水害 土砂崩れ 地すべり雪害

給排水設備に発生した
事故に伴う漏水等（自
然災害は除きます）
※水濡れ損が発生した場
合に限ります。

盗難によって発生
したき損、汚損（盗
難そのものの被
害は除きます）

建物外部からの物
体の落下衝突、建
物内部での車両等
の衝突等（自然災
害は除きます）

火災 破裂・爆発落雷

充
実
の
補
償
で

災
害
へ
の
備
え
を

お詫びと訂正

誤 正
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、
園
芸
施
設

の
被
害
の
未
然
防
止
ま
た
は
軽
減
を
図

る
た
め
、
園
芸
施
設
用
の
防
風
ネ
ッ
ト

購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
（
申
請
時
に

加
入
申
込
を
し
て
い
る
方
も
含
み
ま
す
）

※
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
防
風

ネ
ッ
ト
が
対
象
で
す
︒

※
１
組
合
員
あ
た
り
１
回
の
助
成
と
し
ま
す
︒

【
助
成
金
額
】

　
防
風
施
設
に
設
置
す
る
た
め
購
入

し
た
防
風
ネ
ッ
ト
購
入
経
費
の
８
割

（
５
万
円
を
限
度
・
１
０
０
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
と
し
ま
す
）

※
ネ
ッ
ト
の
設
置
費
用
や
︑
そ
の
他
資
材
購
入
経

費
は
対
象
外
で
す
︒

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
の
た
め
︑
申
請
者
多

数
の
場
合
︑助
成
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
︒

【
提
出
書
類
】

　
交
付
申
請
書
お
よ
び
領
収
書
（
ま
た

は
請
求
書
）
明
細
の
写
し

※
交
付
申
請
書
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
︒

【
提
出
期
限
】

　
平
成
30
年
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　
後
日
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
状
況
を

確
認
し
ま
す
。

※
購
入
後
設
置
し
な
か
っ
た
場
合
は
︑
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
︒

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１ 

被
覆
材
の
補
償
の
見
直
し

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
、
一
部
の
被
覆
材

の
標
準
価
額
が
増
額
し
、
あ
わ
せ
て
耐

久
年
数
も
見
直
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

被
覆
材
の
補
償
が
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
。

２ 

短
期
加
入
の
廃
止

　

平
成
31
年
１
月
１
日
責
任
開
始
分
よ
り

　
こ
れ
ま
で
は
被
覆
期
間
に
応
じ
て
加

入
が
で
き
ま
し
た
が
、
未
被
覆
期
間
は
パ

イ
プ
の
み
を
補
償
対
象
と
し
た
通
年
加

入
と
な
り
ま
す
。

３ 

国
庫
負
担
限
度
額
の
見
直
し

　

平
成
31
年
１
月
１
日
責
任
開
始
分
よ
り

　
掛
金
の
１
／
２
を
国
が
負
担
す
る
国

庫
負
担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（
共
済
金
額
の
合
計
額
８
０
０
０
万
円
↓

１
億
６
０
０
０
万
円
）

４ 

自
動
継
続
特
約
の
新
設

　

平
成
31
年
１
月
１
日
責
任
開
始
分
よ
り

　
加
入
者
か
ら
解
除
の
意
思
表
示
が
な

い
限
り
、
同
一
の
契
約
が
自
動
で
更
新

さ
れ
る
自
動
継
続
特
約
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
こ
の
特
約
を
付
帯
す
る
こ
と
で
、

更
新
手
続
き
の
失
念
に
よ
る
共
済
責
任

期
間
の
中
断
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５ 

共
済
金
支
払
い
対
象
の
引
き
下
げ

　

平
成
31
年
１
月
１
日
責
任
開
始
分
よ
り

　
共
済
金
の
支
払
い
対
象
と
な
る
損
害

割
合
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
支
払
対
象
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。（
表
の
①
）

　
ま
た
、
共
済
金
支
払
対
象
と
な
る
損

害
額
を
農
家
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
拡

充
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
負
担
す
る

掛
金
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
表
の
②
、
③
）

園
芸
施
設
共
済

防風ネットはビニールハウスより高く設置すると、より効果的です

大きな被害の時だけ補
償したい場合や掛金を
安くしたい場合は、②
か③を選択することで
負担を軽減できます

防
風
ネ
ッ
ト
購
入
を
助
成
し
ま
す

制度が改正されます

損害額

現行
3万円または共済価額の10%の
いずれかを超えた場合

平成31年
1月1日責任
開始分より

次の①～③から選択ができます。

①3万円または共済価額の5%の
いずれかを超えた場合
②損害額が10万円を超えた場合
③損害額が20万円を超えた場合

表　共済金支払対象となる損害割合
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新
に っ た

田　朝
あ さ お

夫さん（71）

遠野市附
つきもうし
馬牛町荒屋地区

共済部長歴22年

架
空
請
求
の
被
害
が
急
増

　
消
費
者
被
害
で
急
増
し
て
い
る
の
が
、

架
空
請
求
へ
の
支
払
い
で
す
。
架
空
請
求

と
は
、
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
メ
ー
ル
や

ハ
ガ
キ
、
電
話
な
ど
で
請
求
す
る
も
の
で
、

例
え
ば
、
役
所
を
思
わ
せ
る
名
称
や
実
在

の
大
手
通
販
サ
イ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

を
騙か
た

り
誤
認
さ
せ
る
ケ
ー
ス
で
す
。
メ
ー

ル
に
添
付
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た
り
、

電
話
番
号
に
か
け
る
こ
と
で
被
害
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
応
じ

ず
、不
安
に
感
じ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
定

期
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
初
回
購
入
金
額
の
安
さ
に
惹
か
れ
、

定
期
購
入
が
条
件
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か

ず
購
入
手
続
き
を
し
、
後
か
ら
解
約
で
き

な
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
。
注
文
前
に
は
、

定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
テ

レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
し
っ
か
り
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

配
置
薬
の
契
約
時
の
注
意
点

　
周
囲
に
病
院
や
薬
局
が
な
い
地
域
で
利

用
さ
れ
て
い
る
「
配
置
薬
（
置
き
薬
）」。

数
年
前
か
ら
強
引
な
販
売
方
法
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
断
っ
た
の
に
無
理
に
押

し
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、
14
日
間
保
管
し

た
後
に
処
分
し
て
も
良
い
の
で
す
が
、
契

約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
勝
手
に
処
分
で

き
ま
せ
ん
。
販
売
業
者
と
連
絡
が
と
れ
な

く
な
っ
た
り
消
費
期
限
が
切
れ
て
も
、
消

費
者
に
保
管
業
務
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ

で
契
約
時
に
は
、
配
置
薬
の
販
売
業
者
は

身
分
証
明
書
の
携
帯
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
そ
れ
を
確
認
し
、
連
絡
先
と
と

も
に
メ
モ
し
て
お
く
こ
と
。
困
っ
た
ら
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

25年前から消費生活アドバイザーと
して活動。専門分野は社会保障。公
益社団法人日本消費生活アドバイ
ザー・コンサルタント・相談員協会会
員、岩手県生活問題研究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ

話
を
紹
介
し
ま
す
。お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、盛
岡
市

の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

2

最
近
の

消
費
者
被
害
に
つ
い
て

NOSAIの輪

マ
メ
知
識

暮
ら
し
に

役
立
つ

　
遠
野
市
附
馬
牛
町
荒
屋
地
区
の
共
済
部
長
を
務

め
る
新
田
朝
夫
さ
ん
。
附
馬
牛
町
の
遠
野
郷
早
池

峰
し
し
踊
り
張
山
保
存
会
に
所
属
し
、
50
年
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。

　
附
馬
牛
町
に
は
、
３
つ
の
し
し
踊
り
保
存
会
が
あ

り
ま
す
。
新
田
さ
ん
は
、
そ
の
う
ち
の
張
山
保
存
会

に
所
属
し
、笛
を
担
当
。「
７
月
か
ら
お
祭
り
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
の
で
、
し
し
踊
り
も
忙
し
く
な
る
ね
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
す
る
笛
は
、ほ
と
ん
ど
が
新
田
さ
ん
の
手
作
り
。

笛
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
、
小
学
校
に
寄
付
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。「
な
か
な
か
人
も
少
な
く
て
大
変
だ
け

ど
、
好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
体
が
動
く
う
ち

は
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

体
が
動
く
限
り
現
役
で

新田さん手作りの笛

県内の頼れる
共済部長さんを
紹介します

14

農
政     

前
線

２
０
１
７
年
度
農
業
白
書

最

若
手
農
業
者
の
姿
を
特
集

　
政
府
は
、
２
０
１
７
年
度
食
料
・
農
業
・

農
村
白
書
を
決
定
し
た
。
特
集
は
「
次
世
代

を
担
う
若
手
農
業
者
の
姿
」
で
、
新
規
就
農

者
数
が
３
年
連
続
で
２
万
人
を
超
え
る
中
、

若
手
農
業
者
の
経
営
構
造
の
特
徴
や
意
向
調

査
な
ど
を
踏
ま
え
た
施
策
を
展
開
す
る
重
要

性
を
指
摘
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
農
業
総
産
出

額
の
２
年
連
続
増
加
を
取
り
上
げ
、
世
界
需

要
も
視
野
に
入
れ
た
農
業
生
産
へ
の
転
換
を

訴
え
た
。

　
本
編
の
「
強
い
農
業
の
創
造
」
で
は
、
農

業
所
得
の
増
大
や
農
地
集
積
・
集
約
化
の
進

展
な
ど
を
強
調
し
、
構
造
改
革
の
加
速
化
の

必
要
性
を
明
記
し
た
。

若
手
稲
作
農
家
の

耕
地
面
積
１・５
倍
に

　
特
集
は
、
特
に
49
歳
以
下
の
農
業
者
の
動

向
に
焦
点
を
当
て
た
。
経
営
構
造
の
分
析
で

は
、
若
手
農
業
者
が
い
る
販
売
農
家
の
割
合

は
全
体
の
１
割
だ
が
、
う
ち
45
％
は
１
千
万

円
以
上
の
販
売
金
額
が
あ
り
、
７
割
強
が
10

㌶
以
上
を
経
営
し
て
い
る
と
報
告
。
稲
作
単

一
経
営
で
は
、
直
近
10
年
間
の
１
戸
当
た
り

耕
地
面
積
が
１・５
倍
に
増
加
し
、
機
械
・
設

備
投
資
な
ど
で
労
働
時
間
が
短
縮
し
て
い
る

状
況
な
ど
も
記
述
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
へ
の
考
え
方
で
は
、
３
割
が

「
海
外
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
」
と
回
答
。
経

営
課
題
は
、
就
農
年
数
が
長
い
ほ
ど
「
労
働

力
不
足
」
の
割
合
が
高
く
、
販
売
金
額
が
大

き
い
経
営
ほ
ど
「
新
技
術
の
導
入
」
や
「
異

業
種
と
の
連
携
」
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
と

の
調
査
な
ど
を
紹
介
し
、
若
手
農
業
者
の
実

情
や
意
向
を
踏
ま
え
た
環
境
づ
く
り
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

産
出
額
２
年
連
続
で
増
加

　
本
編
は
４
章
で
構
成
。
第
１
章
の
「
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
」
で
は
、
農
産
物
輸
出

額
が
５
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
第
２
章
「
強
い
農
業

の
創
造
」
で
は
、
水
田
作
経
営
を
は
じ
め
農

業
所
得
が
増
大
し
て
い
る
状
況
や
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地
集
積
・
集
約

化
の
進
展
な
ど
農
政
改
革
の
成
果
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
①
産
出
額
が
２
年
連
続

増
加
の
農
業
②
日
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
Ｅ
Ｐ

Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
の
妥
結
と
対
策
③
我

が
国
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
養
蚕
④

動
き
出
し
た
農
泊
を
取
り
上
げ
た
。

　
農
業
総
産
出
額
は
、
14
年
ま
で
は
減
少
傾

向
だ
っ
た
が
、
直
近
２
年
は
需
要
に
応
じ
た

生
産
の
進
展
な
ど
か
ら
増
加
に
転
じ
、
16
年

ぶ
り
に
９
兆
円
台
を
回
復
し
た
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
今
後
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
国
内

需
要
減
少
を
に
ら
み
、
世
界
需
要
も
視
野
に

入
れ
た
農
業
に
転
換
す
る
重
要
性
を
訴
え
た
。

改
革
の
検
証
も
忘
れ
ず
に

　
白
書
は
、
政
府
が
現
状
や
対
策
・
展
望
な

ど
を
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
の
報
告
書
で
あ

り
、
農
業
・
農
村
に
お
け
る
前
向
き
な
取
り

組
み
な
ど
の
積
極
的
な
発
信
は
大
切
だ
。
た

だ
、
①
輸
出
や
農
業
産
出
額
の
増
加
は
、
生

産
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
②

一
連
の
農
政
改
革
を
め
ぐ
り
、
政
府
と
現
場

に
現
状
認
識
や
改
革
の
成
果
な
ど
に
齟そ

齬ご

は

な
い
か
、
な
ど
の
検
証
も
必
要
だ
。

　
白
書
は
、
食
料
自
給
率
が
38
％
に
低
下
し

た
と
報
告
し
た
も
の
の
、
引
き
上
げ
へ
の
道

筋
の
記
述
が
弱
い
と
指
摘
が
上
が
っ
て
い

る
。
現
場
目
線
に
立
ち
、
厳
し
い
課
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
う
農
政
の
展
開
が
求
め
ら
れ

る
。
　

　
　
　
　
　
　
　（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「園児一人ひとりに合った接
し方をするように心掛けてい
ます」と話すのは、４月から
保育士として働く菅野茉由さ
んです。
　茉由さんは３歳から和太鼓
を習っています。毎週土曜日
には練習に参加していて、現
在では指導する立場になりま
した。「リズムや音の強弱など
は言葉では伝わりにくいです」
と教える難しさを実感してい
ます。
　実家では水稲をはじめ、さ
まざまな野菜を栽培していま
す。「採れたての野菜を使って
料理するのが楽しいです」と
笑顔で話しています。

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

菅か

ん

の野 

茉ま

ゆ由
さ
ん（
20
）

一関
市

和太鼓をたたく茉由さん
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昨
年
は
県
内
２
５
４
校
が
応
募

課
題

第
28
回 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
主
催
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手・農
業
共
済
新
聞
岩
手
支
局

後
援
　
岩
手
県
・
岩
手
県
議
会
・
岩
手
県
教
育
委
員
会
・

　
　
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
・
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金

　
県
内
の
小
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
︒
昨
年

は
２
５
４
校
の
小
・
中
学
校
︑
応
募
作
品
数
２
４
５
６
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
︒
今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

 

募
集
対
象 

 

▼ 

県
内
の
小
学
校
児
童
・
中
学
校
生
徒

 

規
格
・
用
具 

 

▼ 

用
紙
の
大
き
さ

　
１
～
４
部
＝
半
紙
１
枚

　
５
部
＝
条
幅
半
切
大

　
　
　
　（
タ
テ
１
３
６
㌢
、
ヨ
コ
35
㌢
）

 

書
　
　
体 

 

▼ 

１
部
、
２
部
、
３
部
は
「
か
い
書
」
の
み
、

４
部
、５
部
は
「
か
い
書
」
ま
た
は
「
行
書
」

の
ど
ち
ら
か
１
点
を
募
集
し
ま
す
。

 

▼ 

中
学
生
は
４
部
・
５
部
両
方
応
募
可
能
と
し

ま
す
。

 

応
募
先 

 
▼ 

各
小
・
中
学
校
へ
応
募
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
取
り
ま
と
め
の
上
、
N
O
S
A
I

各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

 

提
出
期
限 

 

▼ 

平
成
30
年
９
月
3
日
（
月
）
ま
で

 

入
賞
発
表 

 

▼ 

11
月
下
旬
以
降
、
応
募
が
あ
っ
た
各
小
・
中

学
校
へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
農
業
共
済
新

聞
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
な
ど
で

入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年

１
月
に
入
賞
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

 

応
募
作
品
の
取
り
扱
い 

 

▼ 

応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
応
募
者
に
は
返

却
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
応
募
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
個
人
情
報
は
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的

以
外
に
は一切
使
用
し
ま
せ
ん
。

小
学
校
１
・
２
年
生

小
学
校
３
・
４
年
生

小
学
校
５
・
６
年
生

中
学
生（
半
紙
）か
い
書

中
学
生（
半
紙
）行
書

中
学
生 

（
条
幅
）か
い
書

中
学
生 

（
条
幅
）行
書

1部

2部

3部

4部

4部

5部5部

昨
年
の
審
査
の
様
子

詳細については、
組合ホームページをご覧ください
（http://www.nosai-iwate.net）

16

ＮＯＳＡＩ岩手では、
平成31年４月１日採用の一般職職員を募集します。

採用予定人員 一般職（事務処理および普及推進）４名程度
 ※採用から３カ月間は試用期間とします

応　　募　　資　　格 ▶　昭和 58 年４月２日から平成 13 年４月１日までに生まれた方で高校を卒業（平成 31 年３月
卒業見込みを含む）した方。ただし、大学院、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校の
いずれかを卒業（平成 31 年３月卒業見込みを含む）している方は応募できません

 ▶　パソコン（ワード、エクセル）操作のできる方
 ▶　農業に関心のある方
 ▶　普通自動車免許を取得、または平成 31 年３月までに取得見込みの方（AT 限定でも可）

受　　付　　期　　間 平成30年 9月5日（水）～平成30年 9月14日（金）まで

提　　出　　書　　類 ① 履歴書（写真貼付）  
 ② 成績証明書
 ③ 卒業証明書又は卒業見込証明書
 ④ 志望の動機（４００字詰め原稿用紙１枚）

採　　用　　試　　験 ▶　一次試験（筆記）
 　　日時：平成 30 年 9 月 21日（金）
 ▶　二次試験（面接）
 　　日時：平成 30 年 10 月 5 日（金）

試　　験　　会　　場 ▶　岩手県農業共済組合本所

勤　　務　　地 ▶　岩手県農業共済組合本所または
 　各地域センターおよび支所

岩手県農業共済組合 総務部総務課
〒020-0857 盛岡市北飯岡一丁目10番50号／TEL 019-601-7491

※職員募集の詳細については組合ホームページにも
掲載しています
http://www.nosai-iwate.net

書類の提出およびお問い合わせは

立た

つ

の野 

圭け
い
す
け祐

（24）

（
平
成
28
年
度
採
用
・
奥
州
市
出
身
）

髙た
か
は
し橋 

菜な

な

お

奈
央
（22）

（
平
成
26
年
度
採
用
・
山
田
町
出
身
）

盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー 

盛
岡
・
紫
波
支
所

資
産
共
済
課 

副
主
事

宮
古
地
域
セ
ン
タ
ー

事
業
共
済
課 

副
主
事

先輩の
声

先輩の
声

信頼される職員を目指して 農家のニーズに合わせて
　農家の皆さんとお話しする機会が多いです。特に、農家と組合の橋
渡し役である共済部長さんのお宅は、定期的に訪問します。笑顔で
元気よく話すことを心掛け、信頼してもらえる職員を目指しています。

　家畜共済を担当して５年目になりました。農家さんとの
会話を大切にしています。農家さんの飼養状況を把握し、
経営に最適な補償を提供できるように心掛けています。

職員を募集します

一緒にがんばりましょう！
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＊
結
い
の
大
地
旬
だ
よ
り

の
生
産
者
さ
ん
の
こ
だ
わ

り
の
味
を
食
べ
に
行
き
た

い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
す

ご
い
で
す
。

 

︻
紫
波
町

　
K
さ
ん
︼

＊
産
直
め
ぐ
り
が
大
好
き
な
の
で
、
今
月
は
産
直
の
お

い
し
い
も
の
が
載
っ
て
い
た
の
で
感
動
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
岩
手
県
内
の
産
直
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。 

︻
北
上
市

　
O
さ
ん
︼

＊
夢
楽
の
味
房
の
串
団
子
が
と
て
も
美
味
し
そ
う
だ
っ

た
の
で
材
料
と
作
り
方
教
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。家
族
の
農
作
業
の「
こ
ん
び
り
」に
最
高
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。 

︻
花
巻
市

　
K
さ
ん
︼

＊
和
ち
ゃ
ん
農
園
の
阿
部
和
子
さ
ん
、
震
災
大
変
で
し

た
ね
。
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
イ
チ
ゴ
等
陰
な
が
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

︻
奥
州
市

　
S
さ
ん
︼

＊
新
タ
マ
ネ
ギ
の
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
風
サ
ラ
ダ
の
盛
り
つ

け
素
敵
で
す
。
ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト
も
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
す
。 

︻
奥
州
市

　
K
さ
ん
︼

＊
５
月
号
の
表
紙
に
牧
場
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近

所
に
牧
場
が
あ
る
な
ん
て
今
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
田
ん
ぼ
の
仕
事
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
、
孫
た
ち
を

連
れ
て
見
学
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

︻
一
関
市

　
O
さ
ん
︼

＊
い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す
が
、
表
紙
の
写
真
が
大
変
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
業
が
明
る
く
、
未
来
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
担
当
の
方
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。 

︻
遠
野
市

　
K
さ
ん
︼

＊
総
代
さ
ん
、
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
新

採
用
職
員
の
み
な
さ
ん
も
頑
張
っ
て
！

 

︻
二
戸
市

　
F
さ
ん
︼

　
水
稲
共
済
の
掛
金
等
納
入
期
限
は
7
月
31
日
（
火
）
で
す
。

納
入
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
翌
日
か
ら
年
10
・
75
％
の
割
合
で
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
入
期
限
の
翌
日
か
ら
納
入
日
の

前
日
ま
で
の
金
額
が
課
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
内
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
便
利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
農
業
保
険
制
度
や
農
政
ニュ
ー
ス
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
最
新
の
営
農
技
術
や
生
産
者
の
創

意
工
夫
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
岩
手
版
」
で
は

県
内
の
身
近
な
話
題
、
毎
週
４
週
号
の
「
東
北
版
」
に
は
東

北
各
県
の
話
題
が
満
載
で
す
。

　「
岩
手
版
」
で
は
、
ご
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
中
で
す
。

紙
面
に
あ
る
応
募
券
を
３
枚
集
め
て
、
は
が
き
に
貼
って
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。抽
選
で
県
内
特
産
品
が
７
名
に
当
た
り
ま
す
。

　
N
O
S
A
I
で
は
、
よ
り
的
確
に
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
被
害
が
発
生
し
た
ら
速
や
か
に
最
寄
り
の
地
域
セ
ン
タ
ー
へ

の
連
絡
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
付
面
積
や
品
種

な
ど
、
加
入
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
も
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
限
内
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

速
や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

農
業
共
済
新
聞
を

読
み
ま
せ
ん
か

ご
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
実
施
中

水
稲
共
済

・作付面積
・地名地番
・品種　など

※変更があった場合は
連絡をお願いします

●発　行：月４回（毎週水曜日）
●購読料：月額420円（税・送料込み）

応募券➡農業共済新聞

購読のお申し込みは
最寄りの地域センターへ

どしど
し

応募し
てね～

！

農
業
共
済
新
聞

ご
愛
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

盛
岡
市
北
飯
岡
１
丁
目
10
ー
50

0 2 0 - 0 8 5 7
62
円
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共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　
現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛
金

等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の
連
絡
を

■
風
水
害
・
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
を
確
認
し
た
と
き

※
自
然
災
害
が
原
因
で
水
稲
の
移

植
不
能
・
発
芽
不
能
が
発
生
し

た
場
合
、
被
害
を
確
認
し
ま
す

の
で
速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）、
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情
報
）
へ
届

け
出
る
年
月
日
と
一
致
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
事
故
、
建
物
の
物
件
や

農
機
具
の
機
種
に
変
更
や
事
故

が
あ
っ
た
と
き

　
報
告
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
支

払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
加
入
し
て
い
る
共
済

の
申
込
内
容
に
変
更
が
発
生
し

た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

建
物
・
農
機
具
共
済
の

み
に
加
入
さ
れ
る
方
へ

　
建
物・農
機
具
共
済
の
み
に
加
入

し
て
い
る
方
に
は
、営
農
状
況
等
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、加
入
申
込

書
も
し
く
は
農
業
従
事
状
況
確
認

票
に
記
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
30
年
４
月
30
日
付
で
１
名

の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

■
岩
手
県
南
基
幹
家
畜
診
療
所

　
磐
井
家
畜
診
療
所

　
鹿
野
達
也 

技
師

NOSAIか ら の お 知 ら せ

水稲共済：掛金等納入期限は７月○○日です。
○○に当てはまる数字をお答えください。 

（ヒント：18ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に図書カードをプレゼントします。
●応募締切　平成30年8月15日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。

【5月号の答え】 「300（人）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
【5月号の当選者】 佐々木由美子さん（盛岡市）、長谷川あい子さん（紫波
町）、小森田淳子さん（花巻市）、髙橋修さん（北上市）、広野真梨子さん（奥
州市）、小原隆さん（奥州市）、村上成子さん（一関市）、野呂晃さん（住田町）、
佐々木廣美さん（宮古市）、瀧澤一さん（久慈市）
次号より、当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

陸前高田市竹駒町　
佐々木輝昭さんと友紀さんのお子さん

今
月
の
表
紙

　輝昭さんは水稲やホウレンソウ、キュ
ウリなどを栽培する専業農家です。菜摘
ちゃんと太孝くんは、今日採れたばかり
のキュウリにご機嫌の様子。
　外で遊ぶのが大好きな２人は、お父さ
んやお母さんの後ろを付いて行き、ハウ
スのそばで遊ぶのがお気に入り。菜摘
ちゃんは両親の作業を真似して、キュウ
リの袋詰めを手伝ってくれるそうです。
　２人の姿に輝昭さんは「成長を間近で
感じることができて嬉しいですね。忙しい
と遠出はなかなかできませんが、子ども
たちとのふれあいは作業の励みになりま
す」と笑顔で話してくれました。

佐々木菜
な つ み

摘ちゃん（3歳）太
ひ ろ た か

孝くん（1歳） 佐々木菜
な つ み

摘 太
ひ ろ た か

孝

お詫びと訂正
　５月発行（№ 19）３ページ「臨時総代会提
出議案」の議案第１号・第９号で「農業保険
法施行に伴う修正」とあるのは「変更」の誤
りでした。お詫びして訂正します。

?

19 NOSAIい わ て
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【ういろう生地】
ブルーベリー 

50g

小麦粉 
100g

砂糖 
90g

牛乳 
150cc

水 
100cc

【ブルーベリーソース】

ブルーベリー 
70g

砂糖 
30g

キルッシュ（洋酒） 
10cc

材料(２人分)

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

う
い
ろ
う

和
風
の
こ
び
る
を

レ
ン
ジ
で
手
軽
に

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

牛
乳
、
水
、
生
地
用
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

❷ 
ボ
ウ
ル
に
小
麦
粉
と
砂
糖
を
入
れ
、
中
央

に
❶
を
少
し
ず
つ
入
れ
る
。泡
立
て
器
で「
だ

ま
」に
な
ら
な
い
よ
う
に
く
る
く
る
と
混
ぜ
、

牛
乳
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
横
に
寝
か
せ
た
ら
、

レ
ン
ジ
5
0
0
㍗
で
9
分
加
熱
す
る
。

❸ 

粗
熱
を
と
っ
て
か
ら
パ
ッ
ク
を
切
り
開
け

て
、8
等
分
に
切
る
。

❹ 

鍋
に
ソ
ー
ス
用
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、砂
糖
、

キ
ル
ッ
シ
ュ
を
入
れ
て
混
ぜ
、5
分
ほ
ど
し
て

水
分
で
し
っ
と
り
し
て
き
た
ら
火
に
か
け
る
。

❺ 

中
火
で
焦
げ
な
い
よ
う
に
か
き
混
ぜ
な
が

ら
5
分
程
煮
て
、粗
熱
を
と
り
器
に
盛
る
。❸

に
好
み
の
量
を
か
け
て
い
た
だ
く
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
飲
む
と
き
の
よ
う
に
半
分

だ
け
口
を
開
け
た
形
で
よ
く
洗
い
、
型
と
し

て
使
い
ま
す
。
生
地
を
入
れ
た
ら
口
を
閉
じ
、

蒸
気
が
抜
け
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

ブルーベリーに含まれるアントシアニン、ビタ
ミンE共に抗酸化作用があり、生活習慣病など
の予防に力を発揮します。

ブルーベリー

〒020‒0053 盛岡市上太田細田28‒8
TEL：019‒659‒3905

●盛岡・紫波支所
〒028‒3605 矢巾町大字間野々3‒160
TEL：019‒697‒3109

●北岩手支所
〒028‒4125 盛岡市好摩字上山3‒38
TEL：019‒682‒2661

盛岡地域センター

〒025‒0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029‒5503 西和賀町清水ヶ野18‒203
TEL：0197‒84‒2133

中部地域センター

〒029‒0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65‒60
TEL：0191‒23‒3072

磐井地域センター

〒028‒6506 九戸村大字山屋2‒25‒1
TEL：0195‒41‒1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020‒0857 盛岡市北飯岡一丁目10‒50
TEL：019-601-7491

本所
〒023‒0023 奥州市水沢字八反町52-1
TEL：0197‒25‒6631

胆江地域センター
〒027‒0203 宮古市津軽石13‒488‒1
TEL：0193‒67‒2231

●下閉伊北部出張所
〒027‒0501 岩泉町岩泉字天間17‒1
TEL：0194‒22‒2643

宮古地域センター

〒028‒0542 遠野市早瀬町2‒4‒13
TEL：0198‒62‒2556

●気仙支所
〒022‒0006 大船渡市立根町字岩脇1‒3
TEL：0192‒27‒5521

●釜石出張所
〒026‒0301 釜石市鵜住居町10‒30‒1
（旧釜石北高校跡地仮設事務所）
TEL：090‒4634‒5557

東南部地域センター

http://www.nosai-iwate.net
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